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平成 23年 6月 7日 

 

平成 23年度電気化学会北陸支部春季大会ならびに講演会、見学会記録 

 

電気化学会北陸支部 

 

若手の会[学生の部（ショートプレゼン＆ポスター）］ （参加者３０名） 

日時：5月 19日（木）14:00～16:00 

場所 金沢大学イノベーション創成センター 

 今年度は本会秋季大会が新潟地区で開催され、北陸支部秋季大会は別途開催さ

れないことが決定している。そのため、北陸支部春季大会の特別企画として、学

生の発表の場を確保して、学生の研究に対するモチベーション向上を目的とした

「若手の会・学生の部」を実施した。ECS 共催とするため、発表申し込みのあった

５名の学生・ポスドク諸君には、英文要旨（A4、1 枚）の提出を義務付けた。当日

は、ショートプレゼンテーション（5 分間）で研究概略を説明した後、ポスター発

表（1 時間）を行う形式とした。最優秀賞選考には、幹事以外の一般の方にも審査

員を依頼した。どのポスターの前でも、発表者と出席者の間で、息つく暇もない

程に活発な討論が繰り広げられていた。いづれの発表者も優秀な評価であったた

め、急遽、最優秀賞に加えて支部長賞を設け、下記に示す 2名を選考して宿泊先の

懇親会会場で発表した。受賞者に対しては、翌日の特別講演会に先立って表彰を

行った。 

・最優秀賞 藤田 和晃 氏（長岡技術科学大学博士前期課程） 

・支部長賞 三浦 将典 氏（富山大学大学院理工学研究部博士研究員） 

 

若手の会[研究者の部（講演・討論会）] （参加者２２名） 

日時：5月 19日（木）20:00～24:20 

場所 湯涌温泉「お宿やました」 

昨年度に引き続き、支部春季大会の目玉企画と成りつつある、「若手の会・研究者

の部」を実施した。こちらも ECS共催とするために、英文要旨（A4、２枚）の提出

を予めお願いした。若手研究者による研究紹介および質疑応答、さらに親睦と交

流を深める目的で、3 名の若手研究者にご講演頂いた。本年度は学生の部で発表し

た学生の皆さんも参加する中、様々な観点から、活発な討論が行われた。 

１．長岡高専物質工学科 准教授 荒木 秀明 氏   

「めっき・硫化法を用いたＣＺＴＳ薄膜太陽電池の作製」 

２．富山大学理工学研究部 助教 須加 実 氏 

「細胞への電界効果とそのバイオテクノロジーへの応用」  

３．北陸先端科技大マテリアルサイエンス研究科 助教 浮田 芳昭 氏 

「3 次元微細加工プロセスとバイオマイクロシステムの開発」 

白熱した討論で当初予定した時間を大幅に超過したため、北陸支部特別企画「夜な

べ談義」は部屋毎で行った。 
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特別講演会(参加者 40名) 

日時：5月 20日（金）9:30～12:00 

場所：金沢大学イノベーション創成センター 

１．金沢大学理工研究域環境デザイン学系 教授 鳥居 和之 氏 

  「北陸地方の塩害劣化橋梁と電気防食工法の適用について」 

２．横河電機（株）研究開発本部MEGプロジェクト開発Gマネージャ 風見 邦夫 氏 

  「超伝導を応用した微弱な生体磁気の計側技術」 

３．金沢大学理工研究域物質化学系 教授 鈴木 正樹 氏 

  「金属イオンによる酸素活性化の化学−酸素活性化金属酵素モデルの創製−」 

金沢大学理工研究域環境デザイン学系教授 鳥居 和之氏からは、北陸地方にお

ける橋梁コンクリートの劣化現象について、馴染みのある実際の北陸地方の橋を示

しながらご説明いただいた後、電気化学的なモニタリングの重要性から種々の電気

防食工法とその適用について、大変分かり易い解説をして頂いた。 

 横河電機（株）研究開発本部 MEG プロジェクト開発 G マネージャ 風見 邦夫氏

からは、初めに横河電機株式会社の事業概要についてお話しいただき、続いて、こ

れからの社会で利用が期待される最先端医療技術、脳磁計による脳機能研究、臨床

研究、並びに普及に向けた開発内容について、興味深いお話をして頂いた。 

金沢大学理工研究域物質化学系教授 鈴木 正樹氏からは、生体系にある様々な

金属酵素や蛋白質の高効率・高選択的機能の発現機構の解明について、錯体化学の

観点から、酵素活性中心を再現できる機能モデル化合物を分子設計して創りだすこ

ととその機能発現の難しさについて、貴重なお話を伺うことが出来た。 

 上記 3件の講演に関して活発な質疑応答が交わされ、講演会は盛会裏に終了した。 

 

見学会(参加者 20名) 

日時：5月 21日（金）14：00～15：30 

場所：横河電機（株）金沢事業所 

 横河電機金沢事業所（ライフサイエンス事業部）の事業概要を説明いただいた後、

脳磁計、ヘリウム回収装置などを見学させて頂いた。本事業所は、ガラス張りの白

を貴重とした建物であり、微弱な磁場測定を行うため、磁場からの影響を可能な限

り排除するように設計されているとの説明があった。特に、建物近くに自動車が駐

車することによる電磁波妨害に配慮して、周りを池で囲んだ建物が印象的であった。

事業所内見学では、リサーチセンター内での臨床研究の一端として、実際に被験者

の脳磁計計測を行って頂き、活発な研究が展開されていることを目の当たりに知る

ことができた。 

以上 

 


